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科目No 専攻 漢字科目名 教員氏名 学期名称 曜日名称 時限名称 ページ番号
E1501 中国言語文化 現代中国事情Ａ 及川　淳子 前期 月 3時限 3
E1502 中国言語文化 現代中国事情Ｂ 及川　淳子 後期 月 3時限 6
E1503 中国言語文化 中国文学概論Ａ 材木谷　敦 前期 木 1時限 9
E1504 中国言語文化 中国文学概論Ｂ 材木谷　敦 後期 木 1時限 11
E1505 中国言語文化 中国語学概論Ａ 石村　広 前期 金 4時限 13
E1506 中国言語文化 中国語学概論Ｂ 石村　広 後期 金 4時限 15
E1507 中国言語文化 中国文化概論Ａ 榎本　泰子 前期 月 5時限 17
E1508 中国言語文化 中国文化概論Ｂ 榎本　泰子 後期 月 5時限 20
E1509 中国言語文化 現代中国文学Ａ 飯塚　容 前期 火 3時限 22
E1510 中国言語文化 現代中国文学Ｂ 飯塚　容 後期 火 3時限 24
E1511 中国言語文化 中国文学講義（１）Ａ 山下　一夫 前期 金 4時限 26
E1512 中国言語文化 中国文学講義（１）Ｂ 山下　一夫 後期 金 4時限 28
E1513 中国言語文化 中国文学講義（２）Ａ 明田川　聡士 前期 水 2時限 30
E1514 中国言語文化 中国文学講義（２）Ｂ 明田川　聡士 後期 水 2時限 33
E1515 中国言語文化 中国語学講義（１）Ａ 遠藤　雅裕 前期 木 3時限 36
E1516 中国言語文化 中国語学講義（１）Ｂ 遠藤　雅裕 後期 木 3時限 38
E1517 中国言語文化 中国語学講義（２）Ａ 荒木　典子 前期 金 3時限 40
E1518 中国言語文化 中国語学講義（２）Ｂ 荒木　典子 後期 金 3時限 42
E1519 中国言語文化 中国文化講義（１）Ａ 川野　明正 前期 金 2時限 44
E1520 中国言語文化 中国文化講義（１）Ｂ 川野　明正 後期 金 2時限 47
E1521 中国言語文化 中国文化講義（２）Ａ 陸　偉栄 前期 金 3時限 50
E1522 中国言語文化 中国文化講義（２）Ｂ 陸　偉栄 後期 金 3時限 52

































 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

レポートを提出した者を、試験を受験する有資格者と見なします（試験を受験しただけでは、成績評価の対象になりません。）

　

 その他特記事項 

　

 参考URL 

　

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

　

 実務経験に関連する授業内容

　

 テキスト・参考文献等 

テキスト：中国モダニズム研究会『中国現代文化14講』関西学院大学出版会、2014年。
履修者の学習状況にしたがって、他にテキストや参考文献を指定する可能性があります。詳細については授業時に指示します。
　

 備考

✔
はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末

その他
実施しない

✔

✔

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）

ディスカッション、ディベート
グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク
その他

実施しない

✔ 授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他

0％

40％

40％

0％

20％

　中間試験

期末試験

レポート

平常点

その他

中国の歴史・文化・社会に関する基礎知識が身についているかを確認する試験です。　

テキストの内容や授業で解説された事柄を正確に理解し、課題に応じて適切に表現できているかを評価の基
準とします。　

　

授業時の小レポート等に誠実に取り組んでいるかを重視します。　
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この科目は対面形式です。　
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履修年度：

榎本　泰子

［1E0021E20801］

2022

科目名： 中国文化概論Ｂ 担当教員：

後期 月5 1･2年次配当学期： 開講曜日時限： 配当年次：

2021-10-07 05:19:40admin AA0441 2021-12-28 11:34:19登録者： 登録日時： 更新者： 更新日時：

科目ナンバー：

 授業の概要 

中国文化概論Aで学んだ中国の歴史の大まかな流れを復習しつつ、各時代の状況や、文化界の動向をさらに深く理解するための授
業です。中国の地理や民族、地域や都市ごとの特徴など、文化的事象の背景となる事柄についても学んでいきます。　

 履修条件 ・関連科目等

この講義は中国文化概論Aと合わせて履修することを推奨しています。後期のみの履修も可能ではありますが、後期の内容は前期
で学んだことを基礎として進みます。
　

 科目目的

中国の文化や社会を理解し、言語・文学・芸術などを深く研究していくための基本的知識を身に付けます。近代以降が主となり
ますが、近代以前の文化について言及することもありますし、日本や朝鮮半島、欧米との関連性にも注目します。　

 授業計画と内容 

1　ガイダンス・現代中国の概況
2　中国の歴史と多様な民族文化①北方
3　中国の歴史と多様な民族文化②南方
4　都市文化と農村文化
5　都市と近代①上海租界の形成
6　都市と近代②上海モダン
7　都市と近代③メディアと戦争
8　中国の戯曲と音楽
9　映像作品から考える中国の文化①伝統と近代化
10 映像作品から考える中国の文化②文化・芸能の社会的地位
11 映像作品から考える中国の文化③文化と政治
12 中国の映画①歴史と作品
13 中国の映画②グローバル化とソフトパワー
14 総括・まとめ

注：以上は、科目の目的に照らして、このようなトピックを中心に授業を進める可能性があるという「見込み」を示したもので
す。履修者の学習状況や、中国の社会・文化の動向に応じて、授業の進め方が変わる場合があります。　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

中国の社会や文化について幅広い興味関心を養うために、新聞・テレビ・インターネットなどを通じて常に情報を収集するよう
心がけてください。　

 到達目標

中国を理解するための縦軸としての歴史と、横軸としての地理的特性を知ることを目標とします。具体的には、世界の動きの中で
中国がどのように近代化を推し進め、伝統的な思想・文化がどのように変化してきたかについて、正確な知識を身に付けることを
目指します。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔ 指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

0％ 　中間試験

182022 年度中央大学講義要項

20



 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

レポートを提出した者を、試験を受験する有資格者と見なします（試験を受験しただけでは、成績評価の対象になりません。）
　

 その他特記事項 

　

 参考URL 

　

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

　

 実務経験に関連する授業内容

　

 テキスト・参考文献等 

テキスト：中国モダニズム研究会『中国現代文化14講』関西学院大学出版会、2014年。
履修者の学習状況にしたがって、他にテキストや参考文献を指定する可能性があります。詳細については授業時に指示します。
　

 備考

この科目は対面形式です。　

✔
はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末
その他

実施しない

✔

✔

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）

ディスカッション、ディベート
グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク
その他

実施しない

✔ 授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他

40％

40％

0％

20％

期末試験

レポート

平常点

その他

中国の歴史・文化・社会に関する基礎知識が身についているかを確認する試験です。

　

テキストの内容や授業で解説された事柄を正確に理解し、課題に応じて適切に表現できているかを評価の基
準とします。　

　

授業時の小レポート等に誠実に取り組んでいるかを重視します。　
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履修年度：

飯塚　容

［1E0021E20901］

2022

科目名： 現代中国文学Ａ 担当教員：

前期 火3 1･2年次配当学期： 開講曜日時限： 配当年次：

2021-10-07 05:19:40admin AA8211 2021-12-25 13:21:13登録者： 登録日時： 更新者： 更新日時：

科目ナンバー：

 授業の概要 

20世紀初めの文学革命から中華人民共和国成立前後の人民文学の誕生までを扱います。
毎回の授業で重要作家を一人ずつ取り上げる予定です。
その作家の特色がわかる短篇小説を読み、あらすじと感想をまとめてもらいます。
　

 履修条件 ・関連科目等

　

 科目目的

中国現代文学の主要な作家とその作品を知ることを目的としています。　

 授業計画と内容 

１　導入、および授業についての説明
２　魯迅とその作品、閲読・ショートレポート
３　冰心とその作品、閲読・ショートレポート
４　郁達夫とその作品、閲読・ショートレポート
５　沈従文とその作品、閲読・ショートレポート
６　巴金とその作品、閲読・ショートレポート
７　郭沫若とその作品、閲読・ショートレポート
８　茅盾とその作品、閲読・ショートレポート
９　老舎とその作品、閲読・ショートレポート
10　蕭紅とその作品、閲読・ショートレポート
11　張愛玲とその作品、閲読・ショートレポート
12　丁玲とその作品、閲読・ショートレポート
13　趙樹理とその作品、閲読・ショートレポート
14　まとめ、期末レポートについて

　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

　

 到達目標

文学作品を鑑賞し分析する力、その結果をまとめて文章化する力を身につけることを到達目標としています。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔

✔

指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

0％

0％

50％

　中間試験

期末試験

レポート

　

期末レポートの内容　
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 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

　

 その他特記事項 

　

 参考URL 

　

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

　

 実務経験に関連する授業内容

　

 テキスト・参考文献等 

プリントを配付します。
参考文献については、授業の中でそのつど紹介します。　

 備考

この科目は対面形式です。　

✔
はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末
その他

実施しない

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）

ディスカッション、ディベート
グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク

✔

その他

実施しない

✔ 授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他

50％

0％

平常点

その他

毎回のショートレポートの提出状況と内容　
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履修年度：

飯塚　容

［1E0021E21001］

2022

科目名： 現代中国文学Ｂ 担当教員：

後期 火3 1･2年次配当学期： 開講曜日時限： 配当年次：

2021-10-07 05:19:40admin AA8211 2021-12-29 08:35:42登録者： 登録日時： 更新者： 更新日時：

科目ナンバー：

 授業の概要 

文化大革命終結後、改革開放から現在に至るまでの時期を扱います。
毎回の授業で重要作家を一人ずつ取り上げる予定です。
その作家の特色がわかる短篇小説を読み、あらすじと感想をまとめてもらいます。
　

 履修条件 ・関連科目等

　

 科目目的

同時代の中国文学の主要な作家とその作品を知ることを目的としています。　

 授業計画と内容 

１　導入、および授業についての説明
２　高行健とその作品、閲読・ショートレポート
３　莫言とその作品、閲読・ショートレポート
４　残雪とその作品、閲読・ショートレポート
５　余華とその作品、閲読・ショートレポート
６　蘇童とその作品、閲読・ショートレポート
７　阿来とその作品、閲読・ショートレポート
８　王安憶とその作品、閲読・ショートレポート
９　鉄凝とその作品、閲読・ショートレポート
10　畢飛宇とその作品、閲読・ショートレポート
11　史鉄生とその作品、閲読・ショートレポート
12　閻連科とその作品、閲読・ショートレポート
13　劉慈欣とその作品、閲読・ショートレポート
14　まとめ、期末レポートについて　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

　

 到達目標

文学作品を鑑賞し分析する力、その結果をまとめて文章化する力を身につけることを到達目標としています。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔

✔

指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

0％

0％

50％

50％

0％

　中間試験

期末試験

レポート

平常点

その他

　

期末レポートの内容　

毎回のショートレポートの提出状況と内容　
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 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

　

 その他特記事項 

　

 参考URL 

　

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

　

 実務経験に関連する授業内容

　

 テキスト・参考文献等 

プリントを配付します。
参考文献については、授業の中でそのつど紹介します。　

 備考

この科目は対面形式です。　

✔
はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末
その他

実施しない

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）
ディスカッション、ディベート

グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク

✔

その他

実施しない

✔ 授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他
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履修年度：

山下　一夫

［1E0021E40101］

2022

科目名： 中国文学講義（１）Ａ 担当教員：

前期 金4 3･4年次配当学期： 開講曜日時限： 配当年次：

2021-10-07 05:19:45admin AD0397 2021-11-29 15:31:28登録者： 登録日時： 更新者： 更新日時：

科目ナンバー：

 授業の概要 

中国古典神怪小説研究（1）
本講義では、中国の古典小説の中でも、『西遊記』『封神演義』『済公伝』など、一般に「神怪小説」と総称される、宗教信仰
と密接な関わりのある作品群について、演劇や宗教との関わりや、中国学全体の中での位置を考えながら、分野の全体像の概観
を行う。なお、中国の神怪小説という分野だけの議論に留めず、当該分野の検討から中華圏の古典文学や大衆文学研究全体を見
渡す議論へと進めてゆく。　

 履修条件 ・関連科目等

　

 科目目的

本講義の目的は、中国の神怪小説を通じて、中華圏の古典文学・通俗文芸・宗教文化などに対する理解を深めることにある。　

 授業計画と内容 

1.小説史における位置づけ
2.小説目録学
3.書誌学からのアプローチ
4.民間文学からのアプローチ
5.文言小説と白話小説
6.仏教との関わり
7.道教との関わり
8.民間信仰との関わり
9.民間教派との関わり
10.伝統演劇の演目（1）
11.伝統演劇の演目（2）
12.人形劇の上演（1）
13.人形劇の上演（2）
14.神怪小説という分野についての総括と最終課題　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

毎回の授業で紹介された資料を閲覧し、また課題の提出を求められた時は授業内容を復習して課題を作成する。　

 到達目標

本講義では以下の2点を到達目標とする。
（1）神怪小説という中国文学の分野の全体像を理解するとともに、これと密接に関わる中国の宗教信仰や伝統演劇についても基
礎的な知識を獲得する。
（2）（1）を通して、目録学や書誌学といった中国学の伝統的な研究方法や、民間文学・大衆文学研究の方法論を学び、またそこ
から小説や物語を見る眼を養う。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔

✔

指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

0％

50％

　中間試験

期末試験 講義内容の理解度に基づく。　
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 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

　

 その他特記事項 

中国語の資料を用いることもありますが、中国語未習者であっても履修は問題ありません。　

 参考URL 

　

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

　

 実務経験に関連する授業内容

　

 テキスト・参考文献等 

テキストは用いず、講義資料を配布する。参考文献については講義の中で紹介する。　

 備考

この科目は対面形式です。　

✔
はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末
その他

実施しない

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）

ディスカッション、ディベート
グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク

✔

その他

実施しない

✔

✔

授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他

0％

50％

0％

レポート

平常点

その他

　

授業に参加しているかどうかに基づく。　
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履修年度：

山下　一夫

［1E0021E40201］

2022

科目名： 中国文学講義（１）Ｂ 担当教員：

後期 金4 3･4年次配当学期： 開講曜日時限： 配当年次：

2021-10-07 05:19:45admin AD0397 2021-11-29 15:31:13登録者： 登録日時： 更新者： 更新日時：

科目ナンバー：

 授業の概要 

中国古典神怪小説研究（2）
本講義では、中国の古典小説の中でも、『西遊記』『封神演義』『済公伝』など、一般に「神怪小説」と総称される、宗教信仰
と密接な関わりのある作品群について、成立の背景を成す中国の社会背景や思想、習俗、メディアなどとの関わりを考えなが
ら、一つ一つの作品について検討を行う。なお、中国の神怪小説という分野だけの議論に留めず、当該分野の検討から中華圏の
古典文学や大衆文学研究全体を見渡す議論へと進めてゆく。
　

 履修条件 ・関連科目等

　

 科目目的

本講義の目的は、中国の神怪小説を通じて、中華圏の古典文学・通俗文芸・宗教文化などに対する理解を深めることにある。　

 授業計画と内容 

1.『西遊記』と毛沢東
2.『封神演義』の三清
3.『済公伝』と一休さん
4.『南海観音伝』の観音
5.『目連戯文』とお盆
6.キョンシーと『子不語』
7.内丹と『倚天屠龍記』
8.『桃花源記』の洞天
9.『八仙過海』と全真教
10.漢語方言と『小封神』
11.『七姐下凡』の羽衣伝説
12.『梁山伯と祝英台』
13.二郎神の甥と『宝蓮灯』
14.神怪小説の個々の作品についての総括と最終課題　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

毎回の授業で紹介された資料を閲覧し、また課題の提出を求められた時は授業内容を復習して課題を作成する。　

 到達目標

本講義では以下の2点を到達目標とする。
（1）中国の神怪小説の様々な作品について理解するとともに、これと密接に関わる中国の社会や文化についても基礎的な知識を
獲得する。
（2）（1）を通して、近代文学とは異なる前近代の文学を作品成立の背景から分析する方法や、外国の文学作品を研究することの
意義について理解する。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準（中間試験, 期末試験, レポート, 平常点, その他）

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔

✔

指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

0％

50％

　中間試験

期末試験 	
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